
 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

  

令和５年度 第６号 

令和５年１０月２日発行  
 

東京都立王子特別支援学校長   

久保井 礼 

「『いつでも』を続けるために」 

高等部 副校長 窪田 隆徳 

夏季休業中に「寄宿舎を活用した夏季研修」として、高等部２年希望生徒を対象に、都立文

京盲学校寄宿舎に宿泊してパソコン研修やビジネスマナー研修、企業訪問を行いました。この

ビジネスマナー研修において、いきいきと「働く」人の共通点として、いつでも元気に挨拶を

している、いつでも笑顔で仕事をしている、等を学びましたが、この「いつでも」を続けるこ

とはなかなか難しいことかと思います。 

そこで「いつでも」を習慣化させていくためには、①やってみようと強く思う→②意識してや

ってみる→③できた自分をほめる→④いつでもできるように続ける→⑤いつでもできるようにな

る、というステップを踏めば良いことを学びました。この中で特に大切なことは、「②意識して

やってみる」と「③できた自分をほめる」ことです。 

１０月となり授業も本格化してきます。「～の秋」とよく言いますが、学習や運動など日頃か

らの積み重ねを意識してやってみて、そしてできた自分をほめることを児童・生徒に経験させ

ていきながら、「いつでも」を続けることを目指していきたいです。 

 

「校内での研究活動の取り組み」 

研究推進担当主任 加藤 智子 

 

今年度は「個に応じた確かな学び １２年

間をつなぐ授業実践～個別最適な学びと協働

的な学びを通して～」を研究テーマに、本校

教職員の研究活動に取り組んでいます。個別

最適な学びと協働的な学びとは何か？児童・

生徒に、どんな力をつけたいか？についてグ

ループに分かれて協議を行いました。協議で

出てきた意見を基に、１学期後半から、国

語・算数・数学・自立活動の授業改善に取り

組んでいます。研究活動を通して日々の授業

をより良くし、児童生徒が“わかった！でき

た！”と感じることができる授業を目指して

いきます。 

 

「自分の思いや考えを伝えること」 

特別支援教育コーディネーター 

 鈴木 孝子 

外部専門家の鎌田先生と分担して、週１日

昼休みに「すっきりの部屋」で子どもたちが

自分から話す機会を設けています。昼休みの

時間よりも長く話したい人は、外部専門家に

よる面談につなげます。また、社会参加に向

け、高等部の総合類型の生徒を中心に、相談

できる人や相談できる機会があることを知る

目的で、希望を確認し、外部専門家との面談

を設定しています。面談を継続している子ど

もたちは、少しずつ様々な情報を長く伝えら

れるようになっています。伝える経験を積み

重ね、近くにいる大人に援助希求ができるよ

うになることを期待しています。 



 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「小学部報告」    小学部主幹 大場 崇博 

 9 月も暑い日が続きました。学校では校外で

活動する際に熱中症指数計というものを使って

基準値を超えた場合、校外での活動は中止とし

ています。小学部3年は社会見学で赤羽まで電

車で往復し、赤羽の100円ショップで買い物

をしてきました。3年生から、公共交通機関を

使った活動も始まり移動範囲が学年進行で広が

ります。安全安心な校外学習となるように歩行

練習・乗車学習など事前準備を重ねます。 

「中学部報告」    中学部主幹 植松 友規 

 2 学期も多くの行事を計画しています。９月

は1年生の社会見学があり、今後も１・2年生

の移動教室、１・3年生の進路見学など様々な

学習を行います。事前学習では目標を考えた

り、行事への期待感を高めたりしています。目

標を達成することとあわせて、他者に自分の思

いが伝わる、分かってもらえるという経験も大

切にしたいと考えています。御家庭で行事や学

校生活についてぜひ話題にしてみてください。 

「高等部報告」     高等部主幹 竹内 徹  

先月は、3年修学旅行（千葉～横浜方面）、2

年修学旅行（栃木県那須方面）、1年移動教室

（山梨県西湖方面）と、一週ごとに宿泊行事を

無事に終えることができました。各学年とも、

生徒たちの笑顔がたくさん見られ、よい思い出

を作ることができたと思います。今月からは、

2・3年は実習に出る生徒も多くなります。授

業参観や部活動の大会等もあり、通常の学校生

活がしばらく続きます。ICTを有効に活用する

など、授業をより充実させていきます。 

年

中学部 高等部

1 日

令和５年度

10
月行事予定2023

日 曜

行事等

全校 小学部

3 火 社会見学(2)①

2 月 安全指導日 ＡＬＴ(4 6)

5 木 遠足(1)②
ＡＬＴ(1 3)

特体連陸上大会
特体連陸上大会

4 水 遠足(1)①

7 土

6 金 遠足(1)③
宿泊前検診(2)

ＡＬＴ(2)

ＡＬＴ(2)
特体連陸上大会

予備日

9 月 スポーツの日

8 日

11 水 避難訓練(火災) ＡＬＴ(5) ＡＬＴ(1 3)

10 火 社会見学(2)②

13 金 移動教室(2)

12 木
移動教室(2)
マナー学習(1)

15 日

14 土
令和元年度高等部卒
同窓会<地域交流室>

17 火 　PTA交流校懇談会 社会見学(2)③

16 月
個人面談期間(小中)
小中１便

ＡＬＴ(3 6)

19 木  セーフティ教室(全)

18 水 ＡＬＴ(5)
ＡＬＴ(1 3)
卒業生の話を聞く会

21 土

20 金
進路見学(3)
ＡＬＴ(2)

ＡＬＴ(2)

23 月 授業参観日①

22 日

25 水 授業参観日②

24 火
授業参観日①

体育発表会(135）
授業参観日①

27 金 授業参観日③

26 木 心身保健相談
授業参観日②

体育発表会(246)
授業参観日②

29 日

28 土

平成30年度卒業生の会
12:30～15:30
(地域交流室)

31 火 学校公開

30 月 ＡＬＴ(3 6)


